
 

 

 

 

 
 

目を見て子どもの話を聞くことの効果  
お子さんが生まれて、初めて寝返りをうったり歩いたり、初めて言葉を発したりしたと

きのことを覚えていますか？そんな時は、お子さんの正面に行って目を見て、手を叩きな

がら褒めていたでしょう。この時の喜びや安心感は、子どもの心に深く刻まれています。

それが、成長するにつれて、親が、できて当たり前と思うようになり、だんだんと目を見

て褒めることが減り、目を見るのは叱る時だけになってしまうことも多いようです。こん

な時、子どもたちの心は、「はてな？」になってしまいます。 

 幼児期の子どもは、話しかけるとき相手の顔をしっかり見て話します。たくさん話して

いるときは、とても安心感をもっている時です。 

【目を見て話を聞く効果】 

① 自発的な行動を誘発し、心と体の更なる成長へと向かう。 

② 子どもの集中力が増す。 

③ 人の話を聞くようになり、思いやりの心が育つ。 

スマホが、このような効果を阻害しているというデータを見ました。スマホを見ながら

ではなく、子どもの目を見て話を聞くことは、これからの成長にとって大切なようです。 

PTA総会・保育参観、ありがとうございました。 

４月２６日（土）に、保育参観を行いました。 

園児たちはちょっと緊張気味でした。おうちの 

方とも一緒に楽しみました。保育参観後は、お 

うちの方と一緒に帰りました。みんな笑顔の１ 

日でした。 

保育参観に先だって、PTA総会を行いました。 

役員の方々には、準備や進行等を担っていただ 

きました。６年度の役員様、たいへんご苦労様 

でした。ありがとうございました。７年度の役 

員様、どうぞよろしくお願いします。なお、学級役員をなくしたことやＰＴＡ行事を見直

したことにより、会則にも修正を加えています。総会に参加されていないご家庭は、総会

冊子で確認いただくとありがたいです。 

避難訓練、とても上手でした 

４月１７日に火災避難訓練を行いました。ひま 

わり組（年長）さんが、しっかりお手本を見せて 

くれました。話をせず、口をしっかり押さえてい 

る姿を見て、みかん組さん、うさぎ組さんも真似 

していました。「お・は・し・も」の話もしっか 

り聞くことができました。先生の指導が繋がって 

いること、子どもたちがしっかりと受け止めてい 

ることに感激しました。 

ひしのみこども園は、とても素敵で最高です。 

 

佐賀女子短期大学付属ひしのみこども園 

令和７年５月１日 文責 園長 和泉 秀浩 

 

 


